
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

 

 

 

     

 

 

 



鹿児島（鶴丸）城跡遺構配置図及び見学コース

①①

②②

⑤⑤

③③

④④

⑥⑥

⑦⑦

①　御楼門跡：　暗渠排水溝や門番が待機していた番所跡が確認され，御楼門の基礎部分がどのような構造になっていたかがわかりました。
　　　　　　　また，石垣には，西南戦争の時のものと考えられる銃弾・砲弾の痕跡が確認されました。中には，砲弾の破片が石垣にそのま
　　　　　　　まめり込んでいるものまでありました。
④　横矢掛り跡：　武具類の保管や戦時の際に城壁の役割も果たす「兵具所（ひょうぐしょ）」跡を確認しました。兵具所跡の周りには，雨落
　　　　　　　　ちと考えられる石畳と排水溝が巡っていました。また，1927（昭和 2）年に建てられた第七高等学校造士館時代の天文観測
　　　　　　　　室跡も確認しました。　
⑤　排水溝跡：　石垣の前面と背面には，石垣に沿って排水溝が巡っていました。城の中にたまった水をいかに堀に流すか，ということにと
　　　　　　　ても気を使っていたようです。
⑥　能舞台跡：　能舞台の「橋掛り」跡を確認しました。「橋掛り」とは，舞台と鏡の間（楽屋）を結ぶ廊下で，今回はその床面が確認されま
　　　　　　　した。音響効果を高めるために，床面は溝状で，硬い土の面の上に漆喰を敷き固めていました。
⑦　図書館側石垣：　地面より下まで石垣が続いていることがわかりました。また，県立図書館建設に伴う発掘調査で確認されていた内堀と，
　　　　　　　　　内堀から外堀へ流れる水の量を調節するための井堰も確認しました。

　島津氏の居城である鹿児島（鶴丸）城跡は，現在，石垣修復に伴う発掘調査を実施していま
す。調査結果から，近世薩摩藩の政治・文化の中心地として，さらに西南戦争の激戦地として
の様相が少しずつ明らかになってきました。 ⑤石塁と排水溝跡⑥能舞台跡

⑦図書館側石垣
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鹿児島城跡関係の略年表１
【～幕末】

鹿児島城跡関係の略年表２
【明治～】
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